
【論点】

➢ 高校の存在意義とは何か。高校教育において必要な「共通性の確保」とは何か。また、どのよう
な「多様性への対応」が必要か。（平成26年の中央教育審議会・初等中等教育分科会・高
等学校教育部会の審議まとめでの整理を踏まえ、強調すべき点・付け加えるべき点等）

➢ 上記「共通性の確保」と「多様性への対応」について、高校教育を取り巻く状況（産業構造や
社会システムの「非連続的」とも言えるほどの急激な変化、選挙権年齢や成年年齢の18歳へ
の引下げ、義務教育段階における不登校経験を有する生徒の増大、少子化の進行等）を
踏まえ、どのような課題があると考えられるか。また、どのように対応していくべきか。

➢ その他、高校教育のあるべき姿・現状の課題・講ずべき対応策等について。

高等学校教育の在り方について（論点メモ）

高等学校は、義務教育機関ではないものの、既に進学率が約99％に達し、今日では中学
校を卒業したほぼ全ての生徒が進学する教育機関となっている。それゆえ、高等学校には多
様な入学動機や進路希望、学習経験など様々な背景を持つ生徒が在籍しているという現
状を踏まえて教育活動を展開することが極めて重要である。このため、全ての高校生が社会
で生きていくために必要となる力を共通して身に付けられるよう「共通性の確保」を図りつつ、
生徒一人一人の特性等に応じた多様な可能性を伸ばすための「多様性への対応」を併せて
進めることによって、高等学校教育の質の確保・向上を目指すことが求められる。

「新しい時代の高等学校教育の在り方ワーキンググループ（審議まとめ）」（令和２年11 月13 日）より
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第五十条 高等学校は、中学校における教育の基礎の上に、心身の発達及び進路に応じて、高度な普
通教育及び専門教育を施すことを目的とする。

第五十一条 高等学校における教育は、前条に規定する目的を実現するため、次に掲げる目標を達成
するよう行われるものとする。

一 義務教育として行われる普通教育の成果を更に発展拡充させて、豊かな人間性、創造性及び健
やかな身体を養い、国家及び社会の形成者として必要な資質を養うこと。

二 社会において果たさなければならない使命の自覚に基づき、個性に応じて将来の進路を決定させ、
一般的な教養を高め、専門的な知識、技術及び技能を習得させること。

三 個性の確立に努めるとともに、社会について、広く深い理解と健全な批判力を養い、社会の発展に
寄与する態度を養うこと。

○学校教育法における高等学校の目的・目標等

第三十条 （略）

② ・・・生涯にわたり学習する基盤が培われるよう、基礎的な知識及び技能を習得させるとともに、これら
を活用して課題を解決するために必要な思考力、判断力、表現力その他の能力をはぐくみ、主体的に
学習に取り組む態度を養うことに、特に意を用いなければならない。

※小学校の章にある第30条第2項の規定は、第62条において高等学校における教育に準用されている。
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【参考】義務教育の目的・目標

○教育基本法
第五条 （略）
２ 義務教育として行われる普通教育は、各個人の有する能力を伸ばしつつ社会において自立的に生きる基礎を
培い、また、国家及び社会の形成者として必要とされる基本的な資質を養うことを目的として行われるものとする。

３・４ （略）

○学校教育法
第二十一条 義務教育として行われる普通教育は、教育基本法（平成十八年法律第百二十号）第五条第二
項に規定する目的を実現するため、次に掲げる目標を達成するよう行われるものとする。
一 学校内外における社会的活動を促進し、自主、自律及び協同の精神、規範意識、公正な判断力並びに
公共の精神に基づき主体的に社会の形成に参画し、その発展に寄与する態度を養うこと。

二 学校内外における自然体験活動を促進し、生命及び自然を尊重する精神並びに環境の保全に寄与する態
度を養うこと。

三 我が国と郷土の現状と歴史について、正しい理解に導き、伝統と文化を尊重し、それらをはぐくんできた我が国
と郷土を愛する態度を養うとともに、進んで外国の文化の理解を通じて、他国を尊重し、国際社会の平和と発
展に寄与する態度を養うこと。

四 家族と家庭の役割、生活に必要な衣、食、住、情報、産業その他の事項について基礎的な理解と技能を養
うこと。

五 読書に親しませ、生活に必要な国語を正しく理解し、使用する基礎的な能力を養うこと。
六 生活に必要な数量的な関係を正しく理解し、処理する基礎的な能力を養うこと。
七 生活にかかわる自然現象について、観察及び実験を通じて、科学的に理解し、処理する基礎的な能力を養
うこと。

八 健康、安全で幸福な生活のために必要な習慣を養うとともに、運動を通じて体力を養い、心身の調和的発
達を図ること。

九 生活を明るく豊かにする音楽、美術、文芸その他の芸術について基礎的な理解と技能を養うこと。
十 職業についての基礎的な知識と技能、勤労を重んずる態度及び個性に応じて将来の進路を選択する能力を
養うこと。
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学習指導要領の考え方

主体的･対話的で深い学び（「アクティブ・
ラーニング」）の視点からの学習過程の改善

主体的な学び

深い学び

対話的な学び

新しい時代に必要となる資質･能力の育成と，学習評価の充実

新しい時代に必要となる資質･能力を踏まえた
教科･科目等の新設や目標･内容の見直し

何を学ぶか どのように学ぶか

よりよい学校教育を通じてよりよい社会を創るという目標を共有し，
社会と連携･協働しながら，未来の創り手となるために必要な資質・能力を育む

「社会に開かれた教育課程」の実現

何ができるようになるか

生きて働く知識･技能の習
得など，新しい時代に求
められる資質･能力を育成

知識の量を削減せず，質
の高い理解を図るための
学習過程の質的改善

小学校の外国語教育の教科化，高校の新科目「公共」の
新設など

各教科等で育む資質･能力を明確化し，目標や内容を構造
的に示す

学習内容の削減は行わない※

各学校における｢カリキュラム･マネジメント｣の実現

※高校教育については，些末な事実的知識の暗記が大学入学者選抜で問われることが課題になっており，
そうした点を克服するため，重要用語の整理等を含めた高大接続改革等を進める。

未知の状況にも対応できる
思考力・判断力・表現力等の育成

生きて働く知識・技能の習得

学びを人生や社会に生かそうとする
学びに向かう力・人間性等の涵養
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○中央教育審議会 初等中等教育分科会高等学校教育部会審議まとめ（平成26年６月）における整理


